
 平成31年度当初予算　予算要求シート
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【目的】

【内容】

【経過（～30年度）】 【31年度】 【今後予定（32年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：防災・減災対策推進事業

: - 2 -

1-7
局・課名

39,951 8,209

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 30年度予算 31年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 重点

平成31年度要求額平成29年度決算額

事業名 防災備蓄等整備事業

： 危機管理室　防災課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

・備蓄食料の更新
・備蓄資器材の追加配備
・指定避難所、津波避難ビル等の表示板整
備

・備蓄食料の更新
・備蓄資器材の追加配備
・指定避難所、津波避難ビル等の表示
板整備

平成30年度予算額

16,583 10,823 アルファ化米、ビスケット等

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

24,820

1,100

1,843

1,137

1,500

災害地区班員用資器材等1,929

1,009

1,500

　H　～　H

事業

概要

大規模災害発生直後の応急対策を行うための備蓄食料・資
器材を防災拠点となる区役所、指定避難所等に配備するとと
もに、良好な避難生活を確保するため、指定避難所等の環
境整備を行う。

○備蓄物資、資器材の整備
　応急対策のための重要物資(食料・生活必需品）の備蓄に関して
は地域防災計画に計画を定め、平成３０年度までに備蓄量を確保し
た。平成３１年度以降は、賞味期限が到来する食料の更新を実施す
る。（上町断層帯地震の想定避難者数１３９，０００人×３食分を整
備）
また、重要物資以外の物資や備蓄資器材について、他自治体等の
動向や災害対応の検証を通じ、備蓄共有体制の整備を進める。
○指定避難所、津波避難ビル等の表示板整備
　指定避難所、津波避難ビル等の表示板について、すべての人に
わかりやすい表示となるよう、国等の指針に基づき、適切な整備を
進める。

　重要物資として備蓄した食料について、賞味期限する到来
するものの更新を行う。
また、台風２１号の対応から得られた知見に基づき、備蓄資
器材の追加配備に必要な経費を要求する。

その他災害対応資器材整備

1,350

62,114

広域避難地標識撤去

49,391

債務負担行為

備蓄食料整備

避難所等表示板設置、移設等

備蓄資器材整備 ブルーシート等
指定避難所備蓄倉庫修繕、移設

0030020整理番号

合計 62,114 24,820

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

・備蓄食料の拡充（～平成３０年度）
・マンホールトイレ用資器材整備
・指定避難所、津波避難ビル等の表示板整
備


